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■工学院大学ソーラーチームとは 

2009年に8名で学生プロジェクトの一つとしてスタートした工

学院大学ソーラーチームは、短期間で実力をつけ 2011 年の国

内大会での準優勝を皮切りに、2013 年には世界大会初参戦、

2015 年世界大会準優勝、2016 年国内大会ではチーム初となる

女性ドライバーが誕生するとともに、大会新記録を樹立し総合

優勝を飾るなど輝かしい成績を収めています。 

 

こうした点が評価され、2017 年より大学のフラグシップに選

定され「総合研究所ソーラービークル研究センター」を設立。学

内のものづくりの施設を最大限に活用しながら、多数の教員陣

が学部・学科の枠を超えて横断的な技術支援を展開し、産学連

携を目指した研究体制の強化に取り組んでいます。 

 

チームのメンバーは、車両をメインに扱う技術部、サポート企業との調整や広報を担う運営部、会計全般を管理する財務部

に分類され、その役割を学生各々が担当します。現在は、様々な学部・学科で構成される部員306名で活動中。“50年後の未

来を考えた地球の持続的利用”を理念に、車両の開発・設計から製作、レースでの走行など全てを学生主体で行っています。 

 

*工学院大学ソーラーチーム特集ページ 

http://www.kogakuin.ac.jp/solar 

 

■ブリヂストンワールドソーラーチャレンジとは 

ブリヂストンワールドソーラーチャレンジは、太陽光を動力源としてオーストラリア北部のダーウィンから南部のアデレードま

で総延長約3,000kmを走破する国際的なソーラーカーレースです。 

世界一速いソーラーカーを決めるチャレンジャークラス、実用性を競うクルーザークラス、そして順位よりも大会を楽しむアド

ベンチャークラスの 3クラスが設定されており、世界各国から集まった大学生を多く含む 40以上のチームが約5日間をかけ

て広大なオーストラリア大陸を縦断します。 

2015年に行われた前回大会では、25ヶ国から大学生を多く含む46チームが出場しました。 

 

≪大会概要≫ 

正式名称：2017 Bridgestone World Solar Challenge 

開催期間：2017年10月8日（日）～15日（日） 

開催場所：オーストラリア（スタート：ダーウィン、ゴール：アデレード） 

主催者：南オーストラリア州政府観光局 

 

クラス区分： 

(1)「Challenger Class (チャレンジャークラス)」 

タイヤ4輪／ドライバー1名の条件の下、速度を重視したデザインの車両で目的地までの順位を競うレースです。 

(2)「Cruiser Class (クルーザークラス)」 

タイヤ4輪／ドライバー1名＋乗員1名以上が乗車できる車両で、エネルギー効率や実用性を競うレースです。 

(3)「Adventure Class (アドベンチャークラス)」 

過去の大会の規則に準じた車両など、上記「Challenger Class」、「Cruiser Class」の条件を満たさない車両でも参加 

できるレースです。 

（出典：株式会社ブリヂストン 企業サイト） 

 

*ブリヂストンワールドソーラーチャレンジ特設サイト 

http://bwsc.bridgestone/jp 

 

参考資料 

http://www.kogakuin.ac.jp/solar
http://bwsc.bridgestone/jp

